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平成２４年度 第１回芦屋市立義務教育諸学校教科用図書採択協議会 会議録 

 

日  時 平成２４年６月６日（水） １５：３０～１６：３０ 

場  所 芦屋市役所北館４階 会議室８ 

出 席 者 委 員 長 上月 敏子 

副委員長 長谷川 則光 

委  員 菅原 淳也 

     丹下 秀夫 

欠席委員 目黒  強 

田中 陽子 

事 務 局 北野 章  野間 靖雅 

会議の公表    ■ 公 開     

傍聴者数         ０ 人 

 

１ 会議次第 

（１） 委嘱式 

（２） 教育長挨拶 

（３） 委員紹介 

（４） 委員長・副委員長選出 

（５） 協議事項 

①教科用図書採択方針について 

②調査研究専門員について 

（６）連絡依頼事項 

   今後の調査日程について 

 

２ 提出資料 

  資料１ 教科書採択期間について 

  資料２ 平成２５年度使用義務教育諸学校用教科用図書の採択に関する基本方針 

      （県および市） 

  資料３ 平成２４年度使用教科用図書一覧表 

  

３ 審議経過 

  上記の協議事項について，事務局より説明を行い，以下の質疑応答を行った。 

（事務局／北野）  昨年度は，採択結果を事務局が教育委員会に説明するにあたり、調

査研究委員から詳しい調査研究の報告を頂いた。今年度は採択替とな

るのが、特別支援学級で使用する一般図書のみであるので、一般図書

については例年以上に，なぜその図書を選んだのかということを詳し

く示していただきたい。調査研究は，調査専門委員が、実物の図書を

確認しながら進めていくが，その結果を次回の協議会の中で十分に協

議いただき，詳細な報告をお願いしたい。 

（菅原委員）    一般図書を見るためには、どこかへ行けばよいのか。 

（事務局／北野）  神戸市にある県の特別支援センターに展示されている。例年，一般

図書については、国が選んだ一般図書リストの中から，県がさらに絞

りこんだリストを作成し，そのリストの中から芦屋市が採択を行って

いる。昨年度，芦屋市では，一般図書においては県が選んだものと全

く同じものを採択している。今年度，委員の皆様には，調査研究専門
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員からの報告をしっかり確認していただき，「芦屋市の子どもたちに

ふさわしい図書」を選んでいただきたい。あわせて次回の協議会の中

では，専門員から特別支援センターの展示の様子などもお聞き頂けれ

ばと考える。 

（上月委員）    協議する時に、実際に本は見ないのか。それともデータだけ上がっ

てくるのか。 

（事務局／北野課長） 実物の本は、できる限りのものを用意させていただく。例年は公

立図書館から 30〜40 冊ぐらい借りて用意している。教育委員会で実

際に審議いただくときも、実物の本を見ていただいており，全く見本

がない中で協議いただくことはない。 

 

４ 結論 

(1) 調査研究専門員について 

ア 特別支援学級用一般図書について調査研究専門員会を設置する。 

イ 調査研究専門員会の構成については，各種目とも校長または教頭１名，教諭５

名以下とする調査専門員(案)を承認する。 

(2) 調査研究について 

 ア 兵庫県教育委員会の調査研究資料を参考にして，芦屋市の児童・生徒の実態に応

じた一般図書が採択できるよう調査研究を行う。 

 イ 協議会が定めるもの以外の調査研究の観点を調査研究員会独自に追加することが

できる。 

(3) 今後の調査日程について 

ア 調査研究専門員は調査結果を，次回の協議会（７月１２日開催）で報告する。  

イ 協議会は調査結果の報告を受け，答申書を教育委員会に提出する。 

 

以 上 


